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（推奨基板穴径）

● 85 ℃ 6000時間保証（40 ℃環境下で10年以上✽1）
● カテゴリ温度範囲 : -40 ℃～+85 ℃
● RoHS指令対応

● 基地局，電子式メーター，産業機器のデータ/RTCのバックアップ
主 な 用 途

仕 様

特 長

形 状 寸 法

単位 (mm)

静電容量
(F)

0D
(mm)

1.0 21.5 max

✽1： 寿命の考え方については御使用上の注意事項，“1.4 周囲温度と寿命について”を御参照下さい。
✽2： 放電推奨電流は目安値です，ご使用の際は経時的な変化も含め，IRドロップの影響等を確認し設計いただくようお願いします。

リフローはんだ付けには対応しておりません。はんだ付け条件は，ご使用上の注意事項の頁をご参照ください。

積層コイン形
Series : LF（低温保証品）

特性一覧表

カテゴリ温度範囲 –40 °C ~ +85 °C
最大使用電圧 5.5 V.DC
静電容量 1.0 F

温度特性
静電容量変化率 +20 °Cの値の ±30 %以内（–40 °Cにおいて）
内部抵抗 +20 °Cの値の 7倍以下（–40 °Cにおいて）

耐久性
+85 ℃最大使用電圧 6000時間印加後，下記項目を満足すること。
静電容量変化率 初期値の ±30 %以内
内部抵抗 120 Ω以下

高温無負荷特性
+85 °C無負荷（電圧印加無し）2000時間放置後，下記項目を満足すること。
静電容量変化率 耐久性項目の内容に準ずる
内部抵抗 耐久性項目の内容に準ずる

カテゴリ
温度範囲

(°C)

最大使用
電圧
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(F)

静電容量範囲
(初期規格値 )
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内部抵抗
(初期規格値 )
(Ω) at 1 kHz

放電
推奨電流 ✽2 品番

質量
（参考値）

(g)

最少
梱包数量

(pcs)
−40 ~+85 5.5 1.0 0.8 ~ 1.8 < 20 1  mA以下 EECLF0H105 10.0 100
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電気二重層コンデンサ（ゴールドキャパシタ）

ご使用上の注意事項（電気二重層コンデンサ）
1. 回路設計に際して
1.1 寿命について

ゴールドキャパシタの寿命は有限です。経時的に容量は減少し，内部抵抗は増大していきます。ゴールドキャパ
シタの特性変化は周囲温度・湿度・印加電圧及び動作電流による影響が大きく，これらの項目に余裕を持つこと
によってより長期間使用できるようになります。
ゴールドキャパシタの耐久性保証は一般的には 70 ℃ 1000 時間です。（他に 85 ℃ 6000 時間保証の商品もあ
ります）。使用されるセットが必要とする信頼性にあった商品を使用してください。
耐久性 70 ℃ 1000 時間保証品において 10 ℃ 2 倍則を適用し寿命を算出すると，常温（30 ℃）で使用して
16000 時間（約 2年）となります。
規定の寿命を超えた場合急激な特性劣化や，液漏れに至る可能性があります。長期間使用されるセットへ使用す
る場合は，定期点検や交換を行ってください。

1.2 極性・使用電圧について
ゴールドキャパシタには極性があります。
(1) 逆電圧または交流電圧は印加しないでください。逆電圧を長時間印加すると寿命が短くなるばかりでなく，
液漏れなどの致命的な故障が発生する場合があります。

(2) 過電圧 ( 最大使用電圧を超えた電圧 )を印加しないでください。
 過電圧で使用すると寿命が短くなるばかりでなく，電気化学反応によるガス発生量が増加し，液漏れ・破裂
などの致命的な故障が発生する場合があります。

1.3 リプル電流の流れる回路について
リプル電流の流れる回路へご使用の際は以下の事項に注意してください。
(1) ゴールドキャパシタは他の電解コンデンサと比較して内部抵抗が高く，リプル電流により発熱する場合があり
ます。リプル電流による発熱も寿命予測時に考慮願います。

(2) リプルによる電圧変動分も加味し最大使用電圧以下で使用してください。
(3) ゴールドキャパシタは内部抵抗が高く，基本的にリプルの吸収用途には適しておりません。用途に合った低
抵抗の製品を使用願います。

1.4 周囲温度と寿命について
ゴールドキャパシタの寿命は使用温度の影響を受けます。
一般的に使用温度が 10℃下がると寿命は約 2倍に伸びます。最高使用温度よりできる限り低い温度でご使用く
ださい。
保証範囲を超える条件での使用は急激な特性劣化を起こし破壊する場合があります。
温度は機器の周囲温度，機器内の温度のみではなく，機器内での発熱体（パワートランジスタ，抵抗等）の放射熱，
リプル電流による自己発熱なども含めたゴールドキャパシタの温度を確認してください。
また，ゴールドキャパシタの裏面に発熱体を配置しないでください。
寿命の加速式は次式で計算できます。

L2 = L1×2(     )

L1：温度 T1 °Cにおける寿命 (h)
L2：温度 T2 °Cにおける寿命 (h)
T1：カテゴリ上限 (最大使用 )温度 (°C)
T2：寿命を算出するための周囲温度 +リプル電流発熱分 (°C)

※ 周囲湿度も寿命に影響します。以下の条件を越える環境でご使用の場合は，ご相談ください。
 +55 ℃　90 %～ 95 %RH　500時間相当

※ ご使用条件によっては計算上非常に長期間のバックアップ性能を期待できる結果が得られる場合があります。
しかし、基本的にコールドキャパシタに対し長期間の信頼性を要求されるようなセットに使用する場合は定
期的な点検・交換を行うよう御願いします。

1.5 バックアップ時の電圧降下について
バックアップ時の動作電流とゴールドキャパシタの内部抵抗による電圧降下に十分ご注意ください。製品による
動作電流（放電電流）の大きさは，製品の種類によって異なりますので，商品毎に規定されている動作電流（最
大放電電流）以下で使用してください。

1.6 直列接続について
ゴールドキャパシタを直列に接続するときは電圧バランスが崩れないように，漏れ電流を考慮した分圧抵抗器を
各コンデンサに並列に挿入してください。
※HZ/HW/HL シリーズについては，ご使用条件をご提示の上，ご相談ください。

Series
最大放電電流

0.047 F or less 0.1 F ~ 0.33 F 0.47 F ~ 1.5 F 3.3 F ~ 4.7 F 10 F ~ 100 F
SG/SD/SE/NF/F 200 µA 300 µA 1 mA — —

RF (–40 °C, –25 °C) — 300 µA, 3 mA 1 mA, 20 mA — —
LF (–40 °C) — — 1 mA — —

RG (–40 °C, –25 °C) — 300 µA, 1 mA 1 mA, 20 mA — —

T1-T2
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予熱温度： 110 °C以下（基板表面温度）
 100 °C以下（製品本体温度）

予熱時間： 60秒以内
基板厚み： 0.8mm以上

1.7 本製品は内部に電解液を使用しております
ゴールドキャパシタは内部に電解液を使用しております。電解液が漏れた場合回路基板にダメージを与える可能
性があります。

1.8 外装スリーブの絶縁は保証されていません
外装スリーブは定格表示を目的としており絶縁保証されていません。そのため絶縁が必要な部分には使用できません。

2. 実装に関する注意事項
2.1 実装時の熱ストレス

プリント基板へのはんだ付けの際，過度の熱ストレスが負荷されますと，電気的な特性劣化だけでなく気密性不
良及び内圧上昇による液漏れやショート等の致命的な不具合，外観以上等の原因となります。以下の内容を遵守
いただくようお願いします。
① はんだごてによるはんだ付け
 作業の場合，製品本体にはんだごてが触れないようにしてください。はんだ付けは，はんだごて温度 350 ℃
以下，4秒以内で行ってください。連続してはんだ付け作業を行う場合は 15秒以上の間隔をあけ 3回以内
としてください。

② フローソルダリング
(1) 製品本体をはんだ槽に浸漬することはできません。
(2) はんだ付けは製品本体温度 100℃ 60s 以内，
ピーク 105℃以下で行ってください。推奨条
件を右図に示します。ただし規定範囲内でも基
板サイズや周囲部品との関係により製品温度が
想定以上に上昇する場合があるため製品本体温
度を確認することを推奨します。

(3) NF/F/RF/LF シリーズ等では実装時製品底面が
基板から浮くように端子設計されています。こ
れははんだ付け時の熱ストレスを抑えるためで
す。基本的に製品底面が基板に直に接しないよ
うにしてください。

③ その他の熱ストレス
(1) 基板をベーキングや，固定樹脂を使用した場合の硬化炉等を通す場合は，製品表面温度で 100 ℃ 60 秒
以内(ピーク105 ℃)に抑えてください。またその際製品の残電圧は0.3 V以下の状態で行ってください。

(2) 一度基板に実装した製品を取り外して再使用しないでください。取り外しの際に過度の熱ストレスが与え
られている可能性があります。手はんだによる修正を行う場合は「1はんだこてによるはんだ付け」の内
容を遵守してください。

(3) ゴールドキャパシタの周囲の部品を取り外したり修正する際，ゴールドキャパシタに過度の熱が加えられ
ないよう注意してください。

④ その他
(1) リード線・端子には，はんだ付け性をよくするためメッキが施されています。ヤスリ等で磨くことはメッ
キ層を傷つけはんだ付け性を悪くすることになる場合があります。

(2) リード線・端子に強い力を加えると折れたり，はずれたり特性劣化につながる恐れがあります。
(3) 有機溶剤を含んだコーティング剤を使用すると製品の封止性能に影響を与える場合があります。

2.2 取り付け箇所の設計について
ゴールドキャパシタ取り付け部分の直下及び製品端子間には配線パターンを配置しないでください。
製品本体をプリント基板に直付けすると，製品下部と配線パターンがショートしたり，スルーホール基盤の場合
フラックス・はんだの吹き上がり等で外装スリーブの破れ・収縮及び内部ユニットに悪影響を及ぼす場合があり
ます。その他アルミ電解コンデンサの注意事項もご参照願います。

2.3 ゴールドキャパシタの残留電位にご注意ください
ゴールドキャパシタは電圧保持能力が大きくそのため残留電位が残っている可能性があります。半導体のような
耐電圧の低い部品にダメージを与える恐れがあります。

2.4 基板洗浄について
はんだ付け後の基板洗浄は以下の条件で実施してください。ただし，NF/F/RF/LF シリーズは洗浄できません。
洗浄が必要な場合は SG・SD・RGシリーズをご検討願います。
　洗浄条件
　　温度：60 ℃以下
　　時間：5分以内
　ただし十分なすすぎ・乾燥を実施してください。
【対象溶剤】
Pine Alpha ST-100s, Sunelec B-12, DK be-clear CW-5790, Aqua Cleaner 210SEP, Cold Cleaner 
P3-375, Cllear-th-ru 750H, Clean-thru 750L, Clean-thru 710M, Techno Cleaner219, Techno Care 
FRW-17, Techno Care FRW-1, Techno Care FRV1 
 • 上記溶剤及び純水以外のご使用についてはご相談ください。
 • オゾン層破壊物質は地球環境保護のため使用は避けてください。
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3. 取り付け後の使用について
ゴールドキャパシタを取り付けたセットは次の環境での使用は避けてください。
(1) ゴールドキャパシタに直接，水や塩水及び油のかかる環境
(2) ゴールドキャパシタに直接日光があたる環境
(3) 高温高湿状態になり，ゴールドキャパシタ表面に結露が発生する環境
(4) 各種活性ガスにゴールドキャパシタが触れる環境
(5) 酸やアルカリの雰囲気
(6) 高周波誘導がある環境
(7) 過度の振動や衝撃がある環境
使用条件によっては封止部に褐色の析出物が現れる可能性がありますが，この析出物は絶縁性の物質でありコンデンサ
の電気特性に影響しません。

4.  保守点検の注意事項
産業機器に使用されているゴールドキャパシタについては定期点検を実施してください。ゴールドキャパシタの定期
点検を行う場合にはセットの電源を切り，コンデンサに蓄えられた電気を放電してから行ってください。このときリー
ド線端子などにストレスがかからないようにしてください。
定期点検項目は次の内容を行ってください。
(1) 外観（変形・液漏れなど）の著しい異常の有無
(2) 電気的特性 (カタログまたは納入仕様書に規定の項目 )
上述の内容に異常が確認された場合は，ゴールドキャパシタの仕様を確認し，交換などの適切な処置をとってください。

5.  万一の場合
ゴールドキャパシタが異常に発熱しますと，外装樹脂から煙が発生する場合があります。この場合すぐに機器の主電
源を切るなどして使用を中止してください。
また，ゴールドキャパシタが高温になり，やけどの原因となる場合があるため顔や手を近づけないでください。

6.  保管について
ゴールドキャパシタを高温度，高湿度で保管しないでください。
室内で 5～ 35 °C，湿度 85 %以下での保管を推奨します。（推奨 1年以内）
極力，梱包状態で保管してください。
以下の環境下での保管は避けてください。
(1) ゴールドキャパシタに水がかかったり，高温高湿及び結露が生じる環境
(2) ゴールドキャパシタに油がかかったり，油成分がガス状に充満している環境
(3) ゴールドキャパシタに塩水がかかったり，塩分が充満している環境
(4) 酸性の有害ガス (硫化水素・亜硫酸・亜硝酸・塩素・臭素・臭化メチルなど )が充満している環境
(5) 酸性，アルカリ性溶剤がかかる環境
(6) 直射日光，オゾン，紫外線及び放射線が照射される環境
(7) ゴールドキャパシタに振動衝撃が加わる環境
(8) 振動や衝撃が加わる環境

7.  廃棄について
ゴールドキャパシタは各種の金属や樹脂より構成されていますので廃棄にあたっては産業廃棄物として処理してくだ
さい。

上記，電気二重層コンデンサ (ゴールドキャパシタ )の使用上の注意事項につきましては，EIAJ RCR-2370C 2008
年 7月改正「固定電気二重層コンデンサの使用上の注意事項ガイドライン」に準じていますので詳細は上記ガイド
ラインをご参照ください。
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